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書 評 『デザイン理論』50/2007

水谷 由 美子 著

『毛 利 臣男 の劇 的空 間 舞 台 ・フ ァ ッシ ョン ・ア ー ト 』

繊研新聞社2006年11月12日207ペ ージ

森 田雅子/武 庫川女子大学

毛利 臣男 とい うデザ イナ ーに20年 来熱 い詮

索 のまな ざ しを向け,熱 烈な ファンとして過

去 に遡 って作品表象を追跡 ・解 説 した ものが

水谷 由美子氏 の 『劇的空間』であ る。 この種

のル ポル タージュにあ りが ちな臨場感 の欠如

とい うものを多数 のイ ンタビューを交 えてま

めまめ しく補 って いるの も非常 に喜 ば しい。

出版 に寄せ た毛利の文章,そ して好事家にとっ

て有 り難 い数多 くの 「参考文献 ・資料」,取

材協力先が精力的な取材ぶ りを生 き生 きと物

語 ってい る。

毛利 は 『現代 日本人名鑑』 〔2002〕 に 依れ

ば,「 衣装デザイナー 空間デザイナー アー

ティス ト」 とい うことにな る。1973年 三 宅一

生デザイ ン事務所 に入所以 降主 に事務所のA

Dと して活躍 したが,三 宅一生の紹介で携わっ

たベ ジャールのバ レーの衣装 デザイ ンを皮切

りに,市 川猿之助の 『スーパー歌舞伎』 シリー

ズ,映 画 『西太后』 な どの美術 ・衣装デザイ

ンをてが け,さ らに 「世界陸上競技選手権 大

会開会式」 「モー ドのジ ャポニズ ム」 な どの

芸術監督 をつ とめた。

さて,水 谷 の著書 の背景 にあ る大 きなテー

マは 〈ジ ャポネスクの衝撃〉で ある。 森英 恵,

KENZO,三 宅 一生,Commedesgarcons,

山本耀司のデザインが欧米発信型 のファッショ

ン界 にもた らしたジ ャポネ スクの一大 潮流 は,

〈き もの〉〈プ リーツ〉 〈文様〉〈色彩〉〈ア シ

メ トリー〉 〈デ コンス トラク シ ョン〉他多数

のキー ワー ドにキ メラ的 に解 体す ることだけ

では もちろん説明で きない,複 合 的な文化現

象で ある。その中で毛利臣男の多数 のメデ ィ

アと領域 に亘 る貢献は見逃せない。

以下 に非常 に僭越ではあるが,著 書 の内容

を極簡単 に紹介す る。

まず水谷 は 「オマー ジュ」 で毛利 の業績 を

バ レー ・リュ ッスの レオ ン ・バ クス トの与 え

た衝撃 に準え る。オペラ,バ レエ,ス ーパ ー

歌舞伎,現 代劇,ア ー トとフ ァッシ ョン,コ

ラボ レー シ ョンな どの数 々の事例 を示 して,

毛 利の多彩な作 品歴 をわか りやす く解説 して

くれ る。 また,優 れた審美眼 で口絵を掲載 し

て,我 々の理解 を深 めて くれ る。

毛利 は180セ ンチを超 える長身 とい う恵 ま

れた身体表現能力者 であ り,舞 踊 の修練を重

ね るうちに三宅一生 との出会 いが あった とい

う。やがて三宅一生 の 〈弟子〉の一人 と して

彼の ファッションショーや展示な どの演出 に

深 く関わ り,ま た三宅一生を通 じてモー リス ・

ベ ジャール との共 同作業 にも展開 してい く。

デザイナー としては異色 の経路を辿 る毛利で

あ るが,猿 之助 とのコラボ レー シ ョンに至 っ

ては,不 世 出のスーパー歌舞伎 「ヤマ トタケ

ル」 の衣裳制作 で面 目躍如の活躍 を見せ,そ

して全世界 を 「感動 の渦」 にまきこんだ。

水谷 によればこの ような活動は彼の空 間構

成 能力を さ らに開化 させ,「 舞台 装置領域 に

深 く食 い込 む衣裳デザイ ン」 を発 表 してい く。

三宅一生 との共 同作業の記述 は続 く。 まず,

フ ァッシ ョンというジャンルの権威 を高 め,

「フ ァッシ ョンが アー トと見 なされ る地平 を

切 り開 く」新境地 を開拓 した。さ らに 「ファッ

ション&ビ デオ ・パー フォーマ ンスの創造」,

「ファッション ・イ ンスタ レー シ ョンの創造」,

「コラボ レー シ ョン美学」,「色彩 の力 と衣裳

の装置的表現」な どのタイ トルを冠 したそれ
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それの くだ りで毛利 たちの活動 を主 に表象面

か ら解説 す る。 つ ま り,「91年 湾 岸戦争時」

のパ リコ レの危機的状況にもかかわらず ショー

開催 にこぎつけるな ど,ジ ャtネ スクが他 ジャ

ンル と対 等以上 にカ リスマを発揮す るとい う

ことに腐 心 しただけで はな い。む しろ,こ こ

で,水 谷 は ファッション 〈服飾表現〉 とい う

人間の天職が他分野 を侵食 して果敢 に切 り込

んで い く過程 での毛利 らの俊敏な戦略につい

て語 りたか ったのではないか と思 う。

毛利臣男の業績全体 を通観す る著書が上梓

されるのは今回がはじめてであるが,イ ンター

ネ ット上 ではすでに多数 の関連サイ トが検索

で きる。 た とえば1997年 か ら青 山スパイ ラル

ガーデ ンで行 った毛利 の一連の展示 に関連 し

て運営 されたサイ トが 「モー リの色彩空間」

であ る。2006年 そ の事業 は完結 した とい う。

サイ ト 「モー リの色彩空間」が役割を終え,

新 た に 「モー リの クリエイシ ョンクラブ」が

開設 され るとい うことにつ いて の 「ごあい さ

つ」を披露 してお く。 〔「モー リの色彩空間実

行 委 員 会 」2007/03/19http://www.

creation-club.jp/;MOHRIROOM2007/

03/19http://www.creation-club.jp/)o

毛 利 にとっては一 つの時代 が終 ったのであ ろ

うか。

ル』再演,『 猿之助の世界 第二章 〈猿之助

歌舞伎とジャポニズム〉』「猿之助の世界 第

三章 〈市川猿之助 とオペラ〉』等の トーク&

ライブショーにおいて毛利 と市川猿之助の教

育分野におけ新 しい取り組みも続行する。こ

れらの企画はモー ドのジャポニズムの余韻に

耳を鋭 くとぎ澄ますものにとっては絶好の機

会であろう。

惜 しむらくは,水 谷の解説が,毛 利臣男と

いう一人の存在,デ ザイナーの受け持つ分野

ではどちらかというと表象的な部分の描写に

留まったかにみえるということであるQつ ま

り,多 文化,多 メディアを駆使 した毛利の輝

かしい造形的な手法やボキャブラリーの集積

の位置付けはどうなのか,ま たは彼がジャポ

ネスクの代表選手の一人 として持つ意味は何

なのか。視覚的衝撃を与えるアー ト性という

ことと,フ ァッション性はどのように矛盾す

るのか,し ないのか。そしてその衝撃の引き

起こす 〈たゆたい〉の事態は最終的にどのよ

うに新 しい重心をもとめ,た どりついた踊 り

場から,ど のように次の振 りへと移行すると

考えるのか。次回の著書では水谷の見解をもっ

と詳 しく明かせてもらえる気がする。

「年齢 ・性 別 ・経歴 ・国籍 ・有名無名 に関

係な く,イ キイキ と輝 いている素晴 らしいク

リエ イターに空間演出家 の毛利 臣男が考え る

「祭」空 間に参加 して もらおうというプロジェ

ク ト。単な る自己表現 とい う枠 を超えて時間

と空間を も包括す る。20世 紀 か ら21世 紀を繋

ぐク リエ イシ ョンの橋 「モー リの色彩空間』

は2006年 に完成 しました。」

2005年4月 か ら京都造形芸術大学芸術劇場

春秋座の芸術監督に就任 して,「 ヤマ トタケ
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